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主  論  文  の  要  約  
 
Impact of Visit-to-Visit Variability and Systolic Blood 
Pressure Control on Subsequent Outcomes in Hypertensive  
Patients with Coronary Artery Disease(from the HIJ-CREATE Substudy) 
冠動脈疾患を有する高血圧症患者における外来収縮期血圧変動が予後に与える
影響  
 
東京女子医科大学循環器内科学教室  
（指導：萩原  誠久教授）   
嵐  弘之   
American J Cardiol Vol116,Issue2,p236-242（ 2015 年 7 月発行）に掲載  
【目  的】  
外来収縮期血圧の変動は脳血管疾患の強い予後予測因子となることが知られて
いる。しかし，虚血性心疾患を有する患者の外来収縮期血圧変動が予後に与え
る影響に関しては，十分に検討されていない。本研究の目的は、虚血性心疾患
を有する高血圧症患者において、外来収縮期血圧の変動が予後に与える影響を
明らかにすることである。  
【対象および方法】  
対象は、 HIJ-CREATE 試験に登録された 2049 人のうち、 3 回以上の診察時血
圧データを有する 1734 人である。 HIJ-CREATE 試験は、虚血性心疾患を合併す
る高血圧症患者に対して、カンデサルタン群 (ARB 群 )と非 ARB 群とに割り付け、
その後の主要心血管イベント (MACE)の発生状況を比較検討した、多施設前向き
ランダム化試験である。血圧測定は、 6 か月、 12 か月、 24 か月、 36 か月、 48
か月、60 か月の時点で評価し、同時にイベント判定を行った。MACE は、心血管
死、非致死性心筋梗塞、不安定狭心症、心不全、脳血管疾患、その他の入院が
必要な心疾患とした。血圧変動の順に 4 分位 (Q1～ Q4)に分け、それぞれの患者
背景、 MACE 発生率の比較検討を行った。  
【結  果】  
外来収縮期血圧の変動が大きい Q4 群では、女性および高齢患者が多く含まれ、
末梢動脈疾患の合併率が高く、ベースラインの収縮期および拡張期血圧が高い
傾向を示した。内服薬についての検討では、Q4 群ではβ遮断剤内服率が高いが、
スタチンの内服率は低い傾向にあった。平均観察期間 4.2 年の間に、MACE は 317
人の患者 (18.3%)に認めた。患者背景の違いを補正した多変量解析の結果、外来
収縮期血圧の変動は MACE の発生に影響を与えなかったが、一方で、外来におけ
る平均収縮期血圧が高いことは、 MACE を有意に増加させることが示された。  
【考  察】  
本研究において、外来収縮期血圧の変動を大きくする要因は、加齢、女性、末
梢動脈疾患の合併、収縮期血圧・拡張期血圧の上昇、脂質異常症の低罹患率で
あった。過去の報告では、高い外来収縮期血圧変動は虚血性心疾患の独立した
リスク因子となることが報告されている。しかしながら、今回の我々の検討で
は外来収縮期血圧変動と心血管イベントには相関関係は認めず、平均収縮期血
圧のみが独立したリスク因子となることが明らかとなった。この理由として、
今回の検討は虚血性心疾患の二次予防患者が対象であり、過去のいずれの報告
と比較しても、男性が多く、高齢、糖尿病、高血圧、脂質異常症の罹患率が高
い患者であり、動脈硬化がある程度進行した患者群を評価していることが考え
られた。したがって，動脈硬化の進行状態によって、血圧変動の持つ意義は異
なる可能性が示唆された。  
【結  論】  
虚血性心疾患を有する高血圧症患者において、外来での収縮期血圧は、 MACE
の予測因子となるが、収縮期血圧変動にはその傾向は認めなかった。  
